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具体的な方法を導入・確立することが求められる。 

 

(3) IT による行政業務の全体最適化に向けた改革案 

 フロントサービスのワンストップ化は、国・地方のバックオフィス間及びバックオフィス

とフロントオフィス間のデータ連携が実現して初めて可能になる。それらが実現していない

状態でフロントサービスのワンストップ化を進めても、マニュアル業務や重複投資が増え、

コストや人的負担、入力・照合ミスなどが増大してしまう。 

バックオフィス連携を実現するために重要なのは、共通コードの導入と、国民の個人情報

を守る第三者機関の設置である[1, 3, 8]。共通コードの導入をめぐってはこれまで様々な議論

があり、慎重を要するのは確かである。しかし、行政実務の現場においては、番号なくして

は情報の正確かつ効率的な管理と運用が困難である。年金の不祥事に見られるように、むし

ろ国民に不利益をもたらしてしまう。共通コードの管理状況を監督するため、行政から独立

して個人情報保護に関する第三者機関を設置し、個人情報の適切な管理・運用をチェックす

る体制を整えれば、行政の透明化を推進しながら、行政業務・システムの抜本的な改革を推

進することが可能になる。 

行政組織が保有するデータベース連携は、集中管理ではなく、疎結合による分散管理で実

現することができる。わが国の行政情報化には長い歴史があるため、多くの行政組織は基幹

系のレガシーシステムを抱えている。行政組織間でデータを連携させるためには、今ある業

務とデータを見える化し、より標準的なシステムへと抜本的に再構築することも時に必要に

なるであろう。しかし、連携させたいデータを構造化して定義し、メタデータ（どの行政情

報がどの行政機関に保有されているかなどのデータ）を参照できるような仕組みさえ整えれ

ば、異なる技術仕様に基づく既存システムを連携させることが技術的には可能である。行政

情報を一カ所に蓄積するのではなく、行政情報の共同利用支援機能を付与された機関が各デ

ータベースのメタデータを管理し、開示・利用可能なデータそのものは当該データが格納さ

れているデータベースを保有する各行政機関が管理することにより、セキュリティリスクを

低減することも可能になる。 

なお言うまでもなく、バックオフィス改革を行う際にも費用対効果の見極めが重要である。

SOA（Service Oriented Architecture、サービス基点のアーキテクチャ）ベースの電子行政

サービス基盤を構築し、コンポーネント化された業務モジュールを ASP（Application 

Service Provider）や SaaS（Software as a Service）の仕組みを用いて最大限活用しようと
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思うならば、現行の業務用システムをゼロベースで見直す必要があるかもしれない。だが一

方で、少なくとも移行期においては、既存のシステムを活用することが費用合理的でありう

る。したがって、将来的にデータ連携やシステム連携を実施することを前提としながらも、

府省間、自治体間、そして国・地方間など多層的なレベルで、段階的に、しかし着実にデー

タや業務の標準化を進める必要があるだろう。 

 

(4) 次世代電子行政サービス基盤の先にある未来  

 国・地方のバックオフィス連携が実現すると、申請主義に代表される行政視点でのサービ

ス提供ではなく、行政サービスを国民のニーズに基づいて効率的かつプロアクティブに提供

することができるようになる。たとえば、行政情報の共同利用に同意した人が子どもを出産

した時に、その出生を届け出るだけで、本人が申請せずとも市町村から児童手当が支給され、

必要に応じて乳幼児医療費の助成が適用されるというプッシュ型サービスを提供することが

可能になる。 

 将来的には、行政情報データベースのみならず、民間企業のデータベースの疎結合によっ

て新たなプロアクティブな IT サービスを創造し、オープン・イノベーションを推進できる

IT 基盤を整備すべきであろう。SOA ベースの電子行政サービス基盤に、地域医療情報基盤

や地理情報基盤などを接続すれば、この IT 基盤は、行政システムのみならず、医療・福祉

などの機関の経営最適化をもたらし、さらには官民連携によるプロアクティブな新サービス

の創出をも可能にするだろう。国と地方の行政組織、地域の医療・福祉関係機関、そして民

間企業をつなぐ電子行政サービス基盤は、短期的な雇用創出や内需拡大に資するだけでなく、

中長期的な競争力の強化につながるものと期待される[9]。 

また、インターネットや官民のイントラネット上にある膨大な社会経済のデータを、社会

統計データとしてリアルタイムで収集することができれば、各種統計調査の客体の負担を大

幅に軽減すると共に、実態に即した高精度のデータを瞬時に捕捉し、かつ目的に応じたオー

ダーメードの粒度に集計加工することによって、経営戦略や経済政策の立案・評価などに迅

速に反映することが可能になる[10]。クラウドコンピューティングによって様々な情報を収

集・分析・編集し、サービスをマッシュアップすることで新サービスを創造したり、さらに

は客観的なエビデンスに基づいて新たな社会発展を構想することも容易になるだろう。 

以上のような展望をもって、電子行政サービスの改革を強力に推進すべきである。 
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② 行政事務の最適化 

③ 民間企業活動の活性化 

④ 国民と行政の信頼強化 

以上の四点である（図 2-1 参照）。 

 

図 2-1 次世代電子行政サービスの目標 

２．行政事務の最適化の推進

３．民間企業活動の活性化

４．国民と行政の信頼強化

ＩＴの活用による行政サービスの付加価値の向上と効率化
の推進

フロントオフィスとバックオフィスの双方における全体最適を
意識した業務プロセス改革と標準化の推進

紙を中心とした業務プロセスから電子的処理を原則とする
業務プロセスへの変革と相談業務などの充実

次世代電子行政サービス実現にあたり費用対効果を十分
意識して推進

分散された情報や埋もれた情報のマッシュアップにより、今
まで実現できなかったサービスの実現

企業が届出先機関を意識せず手続でき、かつ社内業務と
行政サービスがシームレスに連携できることによる、社内業
務の生産性向上を実現

行政サービスに関連する民間サービスとの連携を可能とす
ることで民間による新たなサービス創造を可能とし、民間
企業の成長を助勢

行政が保有する情報を活用した新たな民間サービス創設
の環境作り

サービス向上と新たな価値あるサービスの提供

行政におけるサービスや情報の見える化による、国民の意
思決定に必要な情報の提供と政策決定プロセスへの参
画機会の提供

個人情報へのアクセス履歴の本人からの閲覧

プロジェクトの費用対効果や進捗状況の透明性の確保

行政事務の進捗状況を確認できるなどのプロセスの見え
る化の実現

個人情報保護や適切なセキュリティーレベルを意識した安
心・安全なサービスの提供

国民本位の究極の電子社会の実現

１．利用者視点でのサービス提供

国民や企業が必要とする行政サービスの情報提供と簡素
で便利に手続できるワンストップサービスの実現

サービスを組織単位に提供するのではなく、縦割り行政を
排除したポータルにて提供

イベント時に必要な手続情報、手続を選択するための情報、
国民の自己に関する行政情報、埋もれているサービスの見
える化の実現

ＩＴの活用による申請主義から脱却したプッシュ型のサービ
スの実現

ＩＴとそれ以外（対面、電話など）の手段を用いた利用しや
すいワンストップサービスの提供

官と民の融合したワンストップサービスの実現

サービス開始にあたり地域的な差が生じない全国規模で
の行政サービス提供

次世代
電子行政
サービスの

目標

 

（出典）次世代電子行政サービス基盤等検討プロジェクトチーム編, p.2 

 

3．各論のねらいと構成 

われわれは、次世代電子行政サービス基盤を活かした新たな社会発展を視野に入れながら、

IT による行政の全体最適化を推進し、真に国民本位の電子行政サービスを実現するために、

『グランドデザイン』における四つの目標を具現化するための方策を提案することとした。 

「Ⅲ．国民本位のワンストップサービスの実現に向けた改革案」（後藤玲子）は、『グラン

ドデザイン』における第一の目標である「利用者視点のサービス」について主題的に考察す
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の粒度に集計加工することによって、経営戦略や経済政策の立案・評価などに迅速に反映す

ることが可能になるだろう。 

「Ⅶ．マンマシンインタフェースと認証方法」（佐藤洋一）は、ユーザフレンドリーな本人

認証手段を提供するという観点から、生体属性にもとづくバイオメトリクス認証（生理的あ

るいは行動の特性にもとづき個人を認証する認証方式）の利用を提案する。PKI による個人

認証には、利用者によって安易な鍵管理が行われると本来の安全性が確保できないという問

題や、PKI が一般の利用者にとって必ずしも使いやすい仕組みとはいえないという問題が存

在する。国民本位の電子行政サービスを実現するためには、利用者の視点に立って、多様な

認証方式やアクセス管理方法などを許容することも重要になる。バイオメトリクス認証は、

電子行政における個人認証の有力な選択肢の一つになるだろう。 

 本報告書は、IT による行政の全体最適化を推進し、国民本位のワンストップ電子行政サー

ビスを実現することを当面の目標に措きながら、電子行政サービス基盤を活かした新たな社

会発展を視野に入れて、次世代電子行政サービスの先にある未来を積極的に展望しようとす

るものである。本報告書の考察内容は、時間的・資源的な諸制約により、部分的・限定的な

ものに留まっていることは否めないが、この報告書の公表を一つの契機として、国と地方、

官と民の関係を問い直し、IT を組み込んだ新しい国づくりを行おうとする機運が日本全体で

昂じる端緒になることを期待している。 
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 システム品質（情報システムのセキュリティや操作性など）よりも、結果品質（レスポ

ンスの速さや結果の有用性など）の方が、総合満足度により大きな影響を与える。 

 利用頻度が多い利用者ほど、要求水準が高いため、総合満足度が低い。 

 

 この結果は、利用者の実感を高めるために、①電子認証のあり方の見直し、②技術よりも

業務・サービスの改善、③サービス品質の絶えざる改善、の三つが必要であることを示唆す

る。利便性と安全性、効率性と公平性、可用性と整合性などの価値は、基本的にトレードオ

フ関係にある。国民・企業のニーズと科学的証拠に基づいてサービスレベルを検討ないし再

検討し、より多様な認証方式やアクセス管理方法などを許容すべきであろう。 

次に、継続利用意向に注目されたい。継続利用意向も、サービス利用者の「実感」を表す

代理指標としてマーケティング調査などで頻繁に用いられるものである。図 3-4 からわかる

ように、対象別では士業、手続別では不動産登記・社保・自動車関係の継続利用意向者割合

が小さい。とくにディーラー向けの新車登録手続では、継続的に利用したいと回答する者が、

たったの３割しかいない。ディーラー向けの新車登録手続は、既存路線の延長上の「改善」

ではなく、業務プロセスやサービス自体の「改革」が強く求められるといってよいだろう。 

ここでもフランスの事例を引きたい。筆者らがフランスを訪問したとき、フランス政府は

2012 年度までの新しい電子行政戦略を立案しているところであった。その時点では、国のワ

ンストップポータルで、2012 年までに企業向けと個人向けの「My 公共サービス」を提供す

ることが計画されていた。ポータルでは、シングルサインオンとデジタル金庫3の仕組みを導

入するという。また、個人の明示的な同意に基づいて、法が許す範囲内で個人情報を再利用

し、プッシュ型の情報・サービス提供を行うことも予定されていた。 

他国の先進事例と比較すると、わが国政府の目標である「世界一便利で効率的な電子行政」

を 2010 年度末までに実現することは、難しいと考えざるを得ない4。利用者目線で費用対効

果の高い電子行政を実現するためには、かなり大胆な改革が必要だといえよう。 

 

4．エビデンスに基づく電子行政の改革案 

 では、どのような改革を行えばよいのだろうか。これまでの考察結果を、電子行政の改革

                                                  
3 自分の情報をオンラインで一括参照できるようにする仕組みのこと。わが国でいう「電子私書箱」に類似。個人

情報保護に配慮して、包括許諾ではなく、情報ないしサービスごとの同意を必要とする予定だという。 
4 筆者らの簡易推計によれば、現在の延長線上の改善ではなく、抜本的な業務・システム改革が必要だと考えられ

るオンライン申請手続等が存在する。詳細は、参考文献[1]を参照されたい。 
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推進していくべきであろう。 

さらに将来的には、行政情報データベースのみならず、民間企業のデータベースの疎結合

によって新たなプロアクティブな IT サービスを創造し、オープン・イノベーションを推進

できる情報サービス基盤を整備すべきであると考えている。 

その際、重視すべきは、Ⅲ「国民本位のワンストップサービス実現に向けた改革案」にお

いて主張するように、真に国民本位の電子行政を実現するために、多面的な公益を総合的に

評価する枠組みを確立した上で、IT による行政の全体最適化を推進することが求められる。

公正性に関わる非経済的価値や、社会的関係資本を含む無形資産価値などを考慮し、公共領

域におけるオープン・イノベーションのマネジメントという将来的な政策課題に貢献する評

価フレームワークの確立と、それに基づく政策改善が求められる。また、V「利用者主導の

情報システム開発」において提案するように、セマンティックコンピューティングという新

たな情報技術の考え方に基づいて、良質の情報システムを行政の現場に導入するための方法

論の整備と普及の具体的なアプローチを提案する。そしてオントロジー（人間にもコンピュ

ータにも扱いやすい形で意味内容を表現する方法）などに基づいて様々な情報コンテンツを

構造化し、検索や要約や可視化などの情報サービスを高度化し、人間とコンピュータとの協

同作業の最適化を図るべきである。 

 

3．データ連携と ITサービスのこれから 

ところで、須藤修は、九州大学の中島直樹准教授、井上創造准教授とともに、現在、福岡

においてセンサーネットワークを活用した健康管理実証実験のテストベッド構築に取組んで

いる（[3][4]を参照）。現在、社会の高齢化に伴い、予防医療の重要性が指摘されている。こ

の研究は、健康を保つこと（一次予防）、および糖尿病、高血圧症、脂質異常症、肥満症など

成人病の発病を抑止する（二次予防）ための予防医療体制を組織し、さらには、脳卒中や心

筋梗塞、腎不全による透析などの重症合併症防止、病状軽減のために行われる三次予防を支

援することを目的としている。ウェアラブル生体センサーと屋内の据え置きセンサーを用い

て特定健診における患者の生体データを取得し、センサーネットワークを用いてデータをデ

ータセンターに集積し、健診データや診療データとマッチさせ、匿名化した上で遠隔グリッ

ド・コンピュータ基盤に連結させ、大量の身体運動に関するデータを高度な分析を行う。そ

の結果を保健指導者や担当医に解析データを返却し、同時に健康・疾病管理事業の中核的技

術であるクリティカルパスの更新に反映し、健康・疾病管理指導を支援しようというもので
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今後グローバルな規模でより一層進展するであろうデジタル経済において、企業は、B2B

（企業間電子商取引）、B2C（対消費者電子商取引）において、その積極的な対応を迫られ

るだろう。VI「トランザクションベースの国民経済活動の計測」やⅦ「マンマシンインタフ

ェースと認証方法」で述べるように、将来、高度なデータベースの積極的な活用、より利便

性の高い認証を使ったセキュリティ確保など、電子行政の新たな枠組みで提示される情報イ

ンフラと情報資源の戦略的活用が企業経営にも活用可能な環境がもたらされるだろう。クラ

ウドコンピューティングによって、様々な情報を収集・分析・編集し、サービスのマッシュ

アップ5が可能になり、さらには客観的なエビデンスに基づいた分析による新たなサービス創

造を構想するのも容易になる。 

しかし、限られた資金と人員資源しか持たない中小企業にとっては、このような高度な情

報環境は深刻な経営問題になるかもしれない。そのような懸念に対しても電子行政基盤の拡

充によって対応しなければならないだろう。すなわち、地域経済の重要な担い手である地元

の企業群の情報システム管理もデータセンターと ASP（Application Service Provider）あるい

はSaaS（Software as a Service）を有効に用いたSOA構想にもとづく電子行政基盤に組み込み、

官民連携で整備すれば、デジタル経済への対応も容易になる。 

さらには、先に述べたようなセンサーネットワークや遠隔グリッド・コンピュータ基盤を

連結させ、クラウドコンピューティングによる大量情報の高度なデータ分析にもとづいた予

防医療健康サービス、官民連携の情報サービスなど様々な構想を実現できるならば、電子行

政基盤を生かして新たな社会発展を構想することも不可能ではないだろう。そうなれば官民

の企画力・構想力が成功への鍵を握ることになるだろう。 

                                                   
5 IT 用語としては、複数の異なる情報やサービスを組み合わせて、新しいサービスやデータベース等を作る

こと。 
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(1)  コモディティーフロー法における代数的仕様記述の方法 

 コモ法では、わが国におけるおよそ利用可能な全ての経済取引にかかわる一次統計を駆使

し、コモディティーと呼ばれる SNA 独自の 2100 品目に上る財・サービスごとに、生産者直

売、卸、小売の流通段階を想定し、各プロセスにおける生産者価額、運賃額、商業マージン

額を推計し、中間消費・家計消費・固定資本形成・在庫投資などの各需要項目別の支出面の

処分を推計する。推計の基礎となる一次統計は、各府省固有の政策目的により調査されたも

のであり、この結果、前項で指摘したように、SNA 固有のデータ集計粒度が保証されたもの

ではないため、精度（取引実態）、速報性、推計プロセスの複雑さなど、本質的に様々な問題

を抱えている。 

推計モジュール構成の概略は、(1)膨大な一次統計から 2100 品目の出荷額を推計するモジ

ュール、(2)基準年次の産業連関表等の諸統計から各流通段階の配分率、需要項目別の配分率、

在庫率などの諸比率を推計するモジュール、これらのデータから、(3)コモディティーフロー

と呼ばれる流通経路に沿った生産者価格表示の産出額、運賃額、マージン額、購入者価格表

示の購入額を、各需要項目別に推計するモジュールなどからなる。この結果、コモ法では周

知のように生産面と支出面の二面等価性が担保された推計になっている。 

コモ法による 2100 品目の各推計項目に関するデータ管理のポイントは、生産者価額から、

卸、小売の各流通段階を経てマークアップされる運賃額、マージン額、そして購入者価額の

推計という流通経路に沿った推計と、各需要項目別にそれぞれの推計額を処分していく推計

の二面性をいかに交換代数の体系の中に合理的に管理していくか、という点にある。今回の

設計では、各推計項目について、マークアップ計算のベース、マークアップ分、次の流通段

階へのフローを基底として推計上の意味が明示化されるように最適化を図っている。この結

果、推計された各項目を各需要項目に按分・振替を行う交換代数上の体系の中に記述し、か

つ、集合論的記法を通じてコモ 2100 品目、時系列を基底管理することが可能である。また、

マークアップ、按分・振替などの演算上の機能別にモジュールを構成すれば、マークアップ・

需要配分項目自体を集合論的に基底管理することも可能である。 

 

(2)  供給側 QE における代数的仕様記述の方法 

供給側QEは、年次推計であるコモ法を簡略化した推計法で、四半期時系列で利用可能な一

次統計から補助系列を作成する一方、年次推計をベンチマークとしてSNAの各勘定を延長推

計する速報推計である。運賃、マージンなどの流通経路に沿ったマークアッププロセスや、
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いずれも共通の交換代数ベクトルとして推計ロジックを共通モジュール化することが可能に

なる。 

 

3．トランザクションベースの国民経済計測体系 

 クラウドソーシングモデルによってトランザクションベースのデータをボトムアップにマ

クロ統計に集計し、わが国における諸経済活動実態を正確に反映した統計の作成が実現可能

になる。そこで、トランザクションベースの国民経済計測体系に関する研究として、本稿で

は民間企業間の取引に焦点を当て、その取引データ（トランザクション）から財務会計上の

手続きに従って、(1)財務諸表の作成という企業内部の会計処理、(2)SNA 推計項目への振替

という公的統計をマイクロデータからボトムアップに作成するプロセス、以上の両立性につ

いて検討を行った。以下に、交換代数で構成されたトランザクションをマイクロデータとし

て、これをベースにした会計処理について代数的仕様記述に基づき検討した結果を示す。 

 

(1)  国民経済取引の計測体系としての SNA  

SNAは一国の取引活動を計測し、国民会計の諸勘定の枠組みの中で推計するシステムであ

る。SNAにおけるGDP（付加価値）の年次推計の要諦は、コモディティーフロー法（コモ法）

における生産額の推計と、付加価値法における投入構造の推計から、その残差として付加価

値を推計する方法である。コモ法では、わが国における一次統計を駆使し、2100品目に上る

財・サービスごとに、生産者直売、卸、小売の流通段階を想定し、各プロセスにおける生産

者価額、運賃額、商業マージン額を推計し、各需要項目別の支出面の処分を推計する。一方、

付加価値法は、５年に一度推計される産業連関表をベースにして、やはり膨大な一次統計か

ら投入構造を推計する方法である。 

いずれの方法においても、各府省、自治体、諸団体が独自の政策ないし戦略目的のために

収集・集計した一次統計を利用して加工する推計が基盤になっている。このため、SNA は、

推計上必要な項目の粒度、公表タイミング、及び統計自体の改廃など、個々の一次統計の目

的に制約されざるを得ず、そして、最も重要な問題点として、一次統計自体が、取引実態を

ベースにした記録から必ずしも構成されていないという精度上の問題に依存せざるを得ない

という制約を本質的に抱えている。 
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(2) トランザクションの計測と国民経済取引へのボトムアップのための手法 

企業の取引は、伝票によって発生単位で全て捕捉されている。発生単位のマイクロデータ

としては、取引対象の財・サービス、取引金額、取引日、取引先、担当部門、支払条件、な

ど様々な管理項目とともに生成される。このうち財務会計上必要な基本的な管理項目は、取

引対象の財・サービス、取引金額、取引日からなり、このうち取引対象の財・サービスを摘

要・勘定科目に仕訳したデータが財務会計上のマイクロトランザクションデータになる。 

一方、SNAでは財・サービス（コモ８桁分類：約2100品目）単位に推計を行う。そこで、

財務会計上のトランザクションデータを例えば JANコードなどをベースにした体系で品目

管理したマイクロデータとして構成し、企業会計上の仕訳プロセスとSNA推計項目の作成プ

ロセスをこのマイクロデータをベース集合とした振替処理として設計すればよい。 

 

(3) トランザクションから国民経済取引への振替 

以上のように、各レベルの品目ないし科目から構成される基底間の対応関係を定義するこ

とによって、財・サービス単位で発生するトランザクションから財務会計上の仕訳処理と

SNA のフローの推計項目への統計調査用振替処理を、仮勘定の振替処理を留保した上で、そ

れぞれリアルタイムに行うことが可能になる。そこで SNA における GDP の推計に必要な項

目のフィルタリングフォームとして以下のような SNA の 1-a 表、2-a 表の構成に準じた報告

様式を考えよう。 

表 6-1 は産業 A に属する企業を例にとり、品目別の財・サービスの処分（中間投入、固定

資本形成、原材料・仕掛品在庫品、製品在庫）、そして付加価値構成項目（雇用者報酬、固定

資本減耗、営業余剰）をあらわしている。企業単位に発生するトランザクションデータによ

って、外部から購入した財・サービス、そして労働サービスなどの全ての投入項目の処分先

を計測することができる。 

表 6-1 SNA ：1-a表、2-a表報告様式 

 

消費 政府 輸出輸入 　 　 　 産出

A B C 合計 A B C 合計 A B C 合計 A B C 合計

1
2
3
4
5

合計

固定資本減耗

製品在庫（産業別

品目別

雇用者報酬

営業余剰

付加価値

産出

)

 

 

原材料・仕掛在庫(産業別)中間投入(産業別) 固定資本形成(産業別) 最終
需要
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SNA

A

2 1

6-2(a)

6-2(b) SNA  

 
6-2(a)

 

 

日付 摘要 借方 貸方
1月20日　　現金借入れ　　　　　　現金　　                350   借入金　           350

１月30日 装 置購入　　　　　　 機械装置（製品2）　    200   現金 　　　 　　      200
2月 1 日　　原材料購入　　　　　 原材料（製品１） 　    100   現金                  100
2月 5 日　　 給与支払　　　　　　　 人件費　                 50   現金 　　　           50
2月28日 　製品３の販売 現金　　               150   売上 　　　　 　　    150

〃              〃　　　　　　  売上原価 　　　　　 130 製品3  　　　　      13 0
〃 減価償却費 　　　    20   機械装置（製 品2）　 20

製品3の原価構成 製品3　　　　　 　　   140 人件 費 　            50
原材料（ 製品１）     70
減価償却 費          20

減価償却

6-2(b)  SNA  

 

SNA

雇用者報酬 50 人件費 50

中間投入 70 原材料(製品1) 70

固定資本形成 200 機械装置 200

SNA

1 3

SNA 6-3   

6-3 SNA  

 

SNA

民間在庫品増加(原材料・仕掛品) 30 原材料(製品1) 30

民間在庫品増加(製品) 10 製品3 10

固定資本形成(製品2) 200 機械装置(製品2) 200

固定資本減耗 20 減価償却費 20

営業余剰 20 営業利益 20
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ATM

 

 

7-1  

 

A. Jain and A. Ross (Eds), Handbook of Biometrics, Springer, October 2007. [1] 

 

Gait

Palmprint

Iris

Signature

Keystroke Pattern
Voice

Vein Pattern

Hand geometry

Face

Ear

Fingerprint

Facial Thermogram
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これらのバイオメトリクス認証について、先述した７つの指標をもとに特徴を整理した結

果を表 7-1 に示す。この表を見てもわかるように、全ての指標について優れたバイオメトリ

クス認証は存在しない。しかしながら、指紋と虹彩は万人不同性、終生不変性、認証精度、

偽情報への耐性の四つについて優れた性質を持ちながら、その他の指標についても比較的バ

ランスが取れているため、次世代電子行政システムにおける個人認証の手段としても有効に

活用できると思われる。また、ATM で普及が進む静脈パターンに関しても更なる性能の向

上が期待され、次世代電子行政システムの個人認証手段としても有力な候補となりうると考

える。 

 

表 7-1 各種バイオメトリクスの特徴比較 

 万人利用性 万人不同性 終生不変性
計測の容易

さ 
認証精度 心理的負担 

偽情報への

耐性 

顔 ○ × △ ○ × ○ × 

指紋 △ ○ ○ △ ○ △ ○ 

掌形 △ △ △ ○ △ △ △ 
キーストロー

クパターン × × × △ × △ △ 

静脈 △ △ △ △ △ △ ○ 

虹彩 ○ ○ ○ △ ○ × ○ 

網膜 ○ ○ △ × ○ × ○ 

筆跡 × × × ○ × ○ × 

声紋 △ × × △ × ○ × 
顔サーモグラ

ム ○ ○ × ○ △ ○ ○ 

 

次に、諸外国の政府系機関におけるバイオメトリクス認証の実用例を図 7-2 に示す。(a)は

アムステルダムの Schipol 空港における Schiphol Privium scheme であり、出入国管理に虹

彩にもとづくバイオメトリクス認証が利用されている。(b)は Tel Aviv の Ben Gurion 

International Airportにおける掌形によるバイオメトリクス認証を利用した出入国管理シス

テムである。(c)は米国における US-VISIT program であり、指紋と顔を利用したバイオメト

リクス認証が出入国管理に利用されている。 
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6/·:A. Jain and A. Ross (Eds), Handbook of Biometrics, Springer, October 2007. [1] 
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[1] A. Jain and A. Ross (Eds)[2007] Handbook of Biometrics, Springer, October 2007. 
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